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組織の概要
大日本住友製薬のフード＆スペシャリティ・プロダクツ部門と子会社であった
五協産業が事業統合して2010年に発足したＤＳＰ五協フード＆ケミカル株式
会社。“「役に立つ」を揃えます。”をコーポレートスローガンに掲げ、大日本
住友製薬グループ会社として、多糖類を中心とした食品素材をはじめ、医療品
原料や化粧品原料、コーティング材料・工業薬品、電子薬剤といった化成品
分野の幅広い商品を提供しています。研究開発部門を持つメーカーとマーケ
ティング力や幅広いネットワークを持つ商社としての機能を兼ね備えること
で、研究・開発・販売 一体型企業としての強みを発揮しています。

課題　Web EDI関連業務の自動化を推進
2010年に発足したＤＳＰ五協フード＆ケミカル株式会社では、これまで利用して
きた基幹システムがEoSを迎え、環境変化にも柔軟に対応できる基幹システムへ
の刷新を目指したプロジェクトを2014年に発足させました。同時に、業務負担の
高かったWeb EDI関連の業務自動化に取り組みました。当初は多業界にわたる
4000を超える取引先全てを網羅できる単一のEDI構築は困難だと判断し、Web

ブラウザに特化した自動化ツールを検討したものの、実装が進まない状況でし
た。その後、自動化に向けたプロジェクトを再度推進していくべく新たな仕組みを
模索。そこで注目したのが、すでに市場に広がりつつあったRPAでした。

ソリューション　OBICとの連携が可能で豊富なトリガー機能が魅力
RPA導入に向けて情報収集を開始した同社。社内では、申請システムなどパッケー
ジ製品を利用しているケースが多く、それらに横断的に対応できるものを検討。
特にWeb EDIでの受注情報を登録する基幹システムにはOBICを採用していまし
た。リモートデスクトップサービスを経由しての利用にも対応できる製品として、
オブジェクトクローニングといった優れたコマンド群を持っていたAutomation 

Anywhereに注目しました。
また、Web EDIによる受注時には顧客から送られてくるメールをトリガーにBot

「RPAは、従業員の業務負荷を
軽減して新しいことにチャレン
ジできる、クリエイティブな業務
に専念できる環境を提供してく
れるツールだと思っています。
Bot数 は ま だ 少 な い も の の、
RPAを活用することで多くのリ
ターンが享受できていることを
経営層に報告できました」
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操作を進めていくため、豊富なトリガー機能などを持つAutomation Anywhere

が最適でした。さらに、将来的なAI OCRへの展開をはじめ、Botのバージョン管理
機能や認証情報を管理するCredential Vaultが備わっているなど、Automation 

Any whereだけで運用管理が完結できる点を高く評価。サポート面でも、
A-Peopleなどのコミュニティが用意されているなど、豊富な技術情報がある点
を評価し、結果として、同社における業務効率化を実現するためのツールとして、
Automation Anywhereが採用されることになりました。

詳細　開発・運用を効率化しながら、ROIの高い業務を優先して自動化
RPAを社内で展開するに当たり、同社ではBot開発・運用を担うシステム部のメン
バーが少数精鋭であることから、メンバーにかかる負担をできるだけ少なくしつ
つ、効果的に開発・運用を行うという方針を策定しました。
たとえば、自動化業務の選定においては、要望があったすべての業務を自動化
するのではなく、本来やるべき対象業務を絞り込んだうえで、RPAが解決策とし
て適正であり、ROIが高いと判断された業務を優先して対応することで、RPAの
導入効果を高めるというアプローチを採りました。
また、開発を効率化するための工夫として、システムへのログイン・ログアウトや
エラー時の管理者通知といった機能群を20あまりの部品としてBot化。運用に
当たっては、現場がRPAを利用する際の手続きを最適化するため、Microsoft 

Formsや Power Automateを組み合わせてメールトリガーでRPAが実行される
ようにするなど、システム部に連絡せずともRPA利用が可能となる仕組みを構築
しました。

結果　導入後半年で596時間を削減、システム投資も回収
今回RPAを導入したことで、導入後半年ほどで596時間もの業務効率化を実現
することに成功した同社。導入前に各部門へのヒアリングによって削減可能とさ
れた1408時間のうち、42％ほどを達成しています。596時間の業務削減によって、
RPAのライセンスをはじめ、サーバー費用やRPA開発工数など、システム導入に
関わる投資コストを回収することができました。
現場からは、RPAによって人為ミスの削減が可能になり、精神的な負担の軽減に
つながっていると評価の声が寄せられています。また、新たなことにチャレンジ
する時間の創出や、業務改革意識の醸成にも大きく貢献していることが、定量的
な効果以上にRPA導入の大きな効果であったと同社は評価します。
経営層からは、RPAに対して従業員の削減につながる仕組みとして従業員が警戒
しないかと一部懸念する声が上がっていたものの、思った以上の効果を発揮して
いると、今では高評価されています。

今後　全社的にRPAを展開、AI OCRも含めた新たなBot作成にも意欲的
今後については、Web EDIに関する基幹システムへの登録の自動化を進めなが
ら、全社的にRPAを展開していきたいと語ります。また、AI OCRなど次のステー
ジにつながるRPAによるBot作成にも取り組んで行くとしています。なお、新型
コロナウイルス感染症（COVID-19）後の新たな働き方に対応するため、業務負荷
が高まる可能性のある与信管理の業務にも、RPAを積極的に活用していきたいと
同社は考えています。

メリット

― DSP五協フード＆ケミカル株式会社
経営管理本部 システム部 部長

吉永 勇樹 氏

DSP五協フード＆ケミカル、
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― DSP五協フード＆ケミカル株式会社
経営管理本部 システム部 主任

大杉 昌平 氏

「596時間の業務削減によって、
RPAのライセンスをはじめ、サー
バー費用やRPA開発工数など、
システム導入に関わる投資コス
トがすでに回収できています。
対応業務をさらに増やしていけ
ばいくほど、リターンが享受でき
ます」

― DSP五協フード＆ケミカル株式会社
経営管理本部 システム部

大塚 浩介 氏


